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青年期・成人期における
発 達 障 害 の あ る 人を

　　　　　　　

〆

誰一人取り残さない社会に向けて

本田秀夫基調講演

　

＼ 先生
信州大学医学部子どものこころの発達医学教室教授

プロジェクト報告・

　　　

発達障害に関連する困りごとに応じて
パネルディスヵッション＼

　

対処法を自動提案するチャットポット

１ヶ月間の見逃し配信を予定！

参加無料筑波大学
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！《第一湖 基調講演

　

！

青年期◎成人期における発達障害のある人を
誰一人取り残さない社会に向けて

ノ÷一７３′００～７４：２０

三

　

、

青年期・成人期における発達障害のある人を
取り巻く現状や課題、目指すべきこと

本田 秀夫先生
信州大学医学部子どものこころの発達医学教室教授

精神科医。東京大学医学部を卒業後、東京大学医学部附属病
院、国立精神・神経センター武蔵病院、横浜市総合リハビリテー
ションセンター、山梨県こころの発達総合支援センター所長、信

州大学医学部附属子どものこころ診療部長・診療教授を経て現
職に至る。
発達障害の早期発見、早期介入から成人期の支援まで、あらゆ

るライフステージにわたる臨床経験をもつ発達障害の専門家。

知的障害を伴わない自閉症が稀ならず存在することを世界で
初めて実証した疫学調査は国際的にも評価を受けている。現在

は、大学を拠点として児童青年精神科医の育成と臨床研究体制
の整備に取り組んでいる。
２０１９年１０月、ＮＨＫ「プロフエソショナル～仕事の流儀～」に出

演。
“発達障害を診るスペシャリスト日本屈指の精神科医”と紹

介される。

弱２
′；‘・

／《第二部》プロジェクト報告・パネルディスカッション
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プロジェクト成果報告

　　

佐々木銀河（筑波大学人間系准教授）

発達障害に関連する困りごとに応じて対処法を自動提案するチャットポット

　

パネルデイスカツシヨン

青年期・成人期における発達障害のある人を
誰一人取り残さない社会に向けて、私たちができること

　　

パネリスト
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加藤 永歳

　　　　　

岩田 淳子
厚生労働省社会・援護局
障害保健福祉部障害福祉課
障害児・発達障害者支援室
発達障害対策専門官

行政の立場から：厚生労働省の発
達障害対策専門官として、発達障

害者支援に関して各地域や全国

的な動向を踏まえ政策立案を行っ
ている。

成膜大学文学部教授／
学生サポートセンター学生相談室
力ウンセラー

学生相談の立場から：大学教員か

つ学生相談室を担当するカウンセ

ラーとして、大学における発達障

害のある学生を含む学生支援・相

談に関わっている。

下

　　

　

後藤千絵
一般社団法人
サステイナブル・サポート
代表理事

就労支援の立場から：就労支援

サービスを展開する事業者とし

て、働くことにつまずく若者や大学

生、発達障害や精神障害のある人

の就労支援に関わっている。

芝崎文子（コッピー） 佐々木 銀河
東京大学大学院
教育学研究科博士課程

当事者の立場から：ＡＤＨＤのあ

る大学院生であり、成人期

ＡＤＨＤ者の適応に関する研究を

行う立場として、発達障害のある

人の視点から見た情報発信や研
究を進めている。

筑波大学人間系
准教授

下記の申込フォームよりお申し込みください。

ｈナチＩＰＳソソルｐ．ｓＵｒｙｅｙｍｏｎｋｅｙ．ｃｏｍ・／ｒ／２０２２－
ｄｄ
－ｅｖｅｎ十÷一

２０２２年８月１４日《日》までに申し込みを依頼

　　　　

ｈｆやぶ〃′ｐ．ｓＵｒｖｅｙｍｏｎｋｅｙ．ｃｏｍ／ｒ／２０２２・

　　　　

２０２２年１０月４日《火》締切※園憂欝誉請奮望塵
一１ヶ月間の見逃し配信を予定！見逃し配信のみの方も申し込みください。

主催

　

筑波大学人間系准教授佐々木銀河

　　　

（ＪＳＴ‐ＲＩＳＴＥＸＳＯＬＶＥｆｏｒＳＤＧＳ令和２年度採択シナリオ創出フェーズ研究代表者）

発達障害の診断や傾向のある学生

への支援に関する研究・実践プロ

ジェクトに取り組む。チャットポット
プロジェクトの代表を務める。

＼参加無料／

圃
「発達障害の特性に関連する対処法を多様な脳特性に対応して自動提案する情報配信サービスの可能性検証」
ｈｔｔｐｓ：／／Ｗｗｗ．ｉｓｔ．９０．ｉ ｒｉｓｔｅ×／ｓｏ１Ｖｅ／Ｐｒｏｊｅｃｔ／ｓｃｅｎａｒｉｏ／ｓｃｅｎａｒｉｏ２０‐ｓａｓａｋｉ９ｉｎ９ａＰｉ．ｈｔｍｌ

共催

　

筑波大学ダイバーシティ・アクセシビリティ・キャリアセンター

問い合わせ先

　

筑波大学人間系准教授 佐々木銀河
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